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結核菌の経血行性感染により作製した家兎結核症に

及ぼす脂肪乳剤注入の影響

京都大学医学部外科学教室第2講座（指導：青柳安誠教授）

大学院学生 林 健

（受付日付昭和31年9月12日）

HISTOCHEMICAL STUDIES ON EXPERIMENTAL TUBERCULOSIS 
FOLLOWING INTRAVENOUS ADMINISTRATION OF FAT 

EMULSION 

by 

Tsuyosm HAYASHI 

from the 2nd Surgical Division, Kyoto Uni、℃rsityMedical School. 
(Director: Prof. Dr. YAsuMASA AovAor) 

The effects following the administration of fat emulsion, made in our laboratory, 

mixed with a little of I-methionine and riboflavine against tuberculosis of rabbits 

had discussed by OTANI from biochemical and bacteriological viewpoints. In this 

experiment I examined 0TANr's results from histochemical points of view by using 

the lungs and livers of his experimental rabbits. 
The results are as follows: 

(1) The administration of above-mentioned fat emulsion (F. M. B.) against 

tuberculosis was followed by some favourable effect日 insome degree. Onset of 
repeated injections of F. M. B. before tuberculous infection was more effective than 

that after the infection. In this time, moreover, using sesame oil emulsion was 
better for the dis巴asethan using cod liver oil emulsion. 

(2) It is an adequate matter that OTANI choiced the 4 mg/kg-rabbit-tuberculosis 
as a slight lesion and the 8mg/kg-rabbit-tuberculosis as a heavy one. 

(3) Administration of F. M. B., surciy, may change the characteristics of 
tubercle bacilli living in tissues quite markedly. There must be a intimate relation-

ship between alteration of characteristics and two actions in tissues of infused fat 

... F. M. B.・・・・ー・， neutralization of tuberculotoxin and inhibitation of growth of 

tubercle bacilli reported b~「 ZAITsu and by OTANI in our laborarory. 

(4) Administration of F. lVI. B. yields the proliferation of argyrophilic fibers 

more rapidly in tuberculous foci at an early stage and they become collagenous 
early. 

(5) Infused fat may be transformed to lipoid in the first stage, and then 

may be very easily oxidized and utilized in tissues at least within 24 hours after 

the intravenous injection. No infused fat can be deposited an~·where in vivo. 

Above”mentioned results in this experimeilt correspond approximately to 0TANr's 
biochemical and bacteriological findings. 
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Finally, it can be definitely stated that the use of fat emulstion, especially 

sesame oil emulsion, made in our laboratory, is more effective against tuberculosis 

than not using it. 

大谷の実験に供した家兎を，第1表に示す様に5群

に分ちp その各々に就て，肺臓，肝臓の組織学的検索

を行った．

2. 脂肪乳剤

脂肪乳剤としては15%1河麻泊並に159五肝油乳剤を使

用し，何れもトメチオニン、Riboflavin-5'-phosphate 

の併用のもとに体重毎冠当り I.Secの割合で連日静脈

内へ反覆注入した（以下脂此乳剤とメチオニンP リポ

プラピンの混合乳剤を F.M.B.液と省略する）．

3. 染色法

ヘマトキシリン・エオジン重染色法 rH-"2染色法〉

ピルシ司ウスキー・マレッシュ鍍銀法｛岡変法（Ag

法）｝，ワイゲルト弾力線維染色法（E染色法）， パン

ギーソン修原線維染色法（V.G染色法），隈部氏変法

によるアニリン・フクシン結核菌染色法並にアニリン

・フクシン・グラム結核菌重染色法p ゴールドマン氏

組織脂肪染色法，スミス・ディートリッヒ氏リポイド

染色法，更にはコッサア氏硝酸銀法等を施行した．

第 1表実験家兎群

I緒 ー百
さきに教室の大谷は我々の教室で創製した経静脈性

に注入可能な脂肪乳剤乱結核菌の静脈内注入法によ

り作製した結核！感染家兎の静脈内へ反覆注入すると，

ある程度の治癒促進的作用を招来する事実を明らかに

するに至った．而してその有効な理由としてF 脂肪乳

剤自体の有する結核菌発育抑制作用並に結核菌毒素中

和作用と相倹ってp 注入脂肪が円滑に処理利用され

て，その栄養状態が著しく改善せられp 個体の一般抵

抗力が著しく増強せられるためだとした．

さて私はこの大谷の実験に平行してP 大谷の実験に

供した試獣の肺臓，肝臓に就てp 更に組織化学的検索

を行いp 組織学的立場から本脂肪乳剤注入の実験的結

核症に及ぼす影響を検討した．

II 実験方法並に実験材料

1. 実験動物

CllF->TB群 IF I 
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'11脈臓に於ける組織化学的検索成績（第2表）

Cil 4mg/l、日’3、兎~，＇；然有1に山Tす F.M.B液（肝油

乳剤j;_j:二人のht:特

成験実mm 

した．十をii'l'14. 結核菌感染法

Kirchner培地で約2週間培養したF株給核菌を使

用しP 重症家兎結核症の作製には之を休重毎 kg当り

8mg の割合で経Jill行性に； J：二人 1 日nw/k日’~＇兎結核症）

しp 将：JlCぷ兎＊Ii緩症の作製には之を行、，Rf手kg"iり

,img/kgの割合で経血行性に注入（4111邑／kg家兎給
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（日J結核感染後2週間目から F.M.B.液

を注入した場合（TB→F'群）：静脈内結核

的ji＇.人後4週闘では既に粟粒結核結節は肺胞

壁或は血管壁に止まらずp これ等を破り附近

の肺胞内に」広がり，結節の形は細業性病巣の

それと等しく且つ主として増殖性病変を示す

が未だ惨出性儀相を或程度残していた．その

後， 6～8週目に移るにつれて病巣は僅かな

がら難解し始めると共κ病巣周辺の無気肺域

も梢々縮少する傾向を示した．上皮様細胞は

かなり監おにあるがその細胞伎は粉々細長に

なる傾向をみた．最初認めた結節中心の多く

の核破片・は8週目にはほぼ消縫い又その部

の乾酪化も l例（トイ0・19）をみたに過ぎなかっ

た．結節周辺の単球様細胞，偽好酸球等の細

胞浸j簡は；’世に多少ともみられ，特に前者は経

過と共に梢々J泊｝JD，後者は梢々減少する傾向

を示した．好銀性線維は中等度に増殖し且つ

病期の推移と共にその謬）京化の傾向が徐々に

泊強した．一方 F.M.B.液の注入を行わな

かった条1・1mi伴 （TB群j では上記総ての傾向

が常に軽度に出現し，特に結節中心の乾酪イじ

は殆ど常に立証された．又8週間でも 1例

(No.81)に後倣片を可なりに認め， 周局炎

として明らかなうE液性漆出（これはTB群以
外には全くみられなかったj を4週例が示し

た．

結局総篠！感染l週以降， 対照群病巣はEp

→Pc→Pc' （第2表参照）へ移行するが，

TB-•F' 群病巣では Pc→Pz＇→Pz （第2表参

照）への変化が明らかに認められP 後記の病

巣内結篠菌の表現態度を考え併せると F.M.

B.液速続注入によって結険病巣は幾分でも清

浄化され且つ徐々ではあど~,7；より早期に鎮静

化されつつあることが窺われた．

TB→F群と較べると F •TB 群の 4 週目病

巣 （細業性結節性）は日：｛に僅かながらそれよ

りも更に111]11¥fに肉fEfi押し， 6-8週間に向うに

つれて紡節周回に合気性の領域が出現し始め

た．

Xt)l.球機紡胞の控訴li'Hこ｜刻しては両群 ＼F司

¥bi F. M. B波：i人閥抗J受2週固に結核

l感染を施行した場合（F→A’B/rfJ：上記の
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第 1図 a 第1図 b

第 1図 c 第 1図 d

感染後8週目に於ける 4mg/kg家兎紡核症の肺病巣の組織化学的所見． (a) TB群（対照），
rb1 TB→F群及び（c〕F→TB群（肝油実験）， (d) TB •F 群（ 1切除i1!1実験）の聞に可なり

病巣離解の程度に差を認める.H-E染色法， xJOO. 

TB群， TB→F群）とも大差はなかったぶ，偽好酸 の際F.M.B液中の脂肪乳剤として胡府油乳剤を使用

球の浸潤はF→TB群では後期になるほど減少した． した方が有利か，肝油乳剤を使用した方j＞有利かとい

乾酪変性及び病巣近傍の肺胞壁肥厚の程度は両群とも う点を検討した．

大差はないが， TB群よりは幾分目立った．好銀性線 肝油乳剤を用いたF.l¥:L B.液注入の際の結核病巣の

維は病巣及びその近傍肺胞壁に可なり地硝し且つその 示す態安は（alに於て既述した．胡麻油乳剤を用いた

謬原化の傾向が極めて強かった． 場合もそれと大体同様な所見を得たが，相違点は単球

NPちF→TB群ではTB→F群の経過と平行して同 様細胞浸潤は6週以後は幾分多くy偽灯峨Hl'l'.b閣は梢

様にPe→Pz＇→Pz（第2表参照）へと病巣の表現態 々少い傾向があり，好銀性線維増殖も同程民主であるが

度は変化するが，その程度は可なり高度でありp 下記 その彦、原化が可なり高！変であった．

の結核菌の所見も考慮するとp F.M. B.液連続注入は 以上の所見から飼麻泊乳剤を用いたF.M.B液は既

結核感染前期に開始する方がその感染後期に開始する 述（a）のようにその投与開始時期に関して幾分条件

よりも 4mg/kg家兎結核病巣に対しては：緩徐ではあ の悪いと思われる結核感染後にその注入を開始しでも

るが多少ともこれを清浄化し且つより早期に鎮静化す 肝油乳剤の場合よりも好銀性線維の謬原化を促進させ

るものといい得る（第1図； a,b, c). るといい得る（第1図； b,d). 

(ii) 4mg/kg家兎結核症に及f'fす肝油乳剤注入の (iii!4rng/1王宮家兎結核症と 8mg/kg家兎結核症に

影響と胡麻油乳剤注入の影響との差異 及ぼすF.'.¥I. B.液（肝油乳剤）注入の影響の比較

結核感染後2週日から F.M.B液を注入した;j；，こ F. l¥r. B.液の注入開始後2週目に体重毎.m;当り4mg
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第2図 a

第2図（＿；

感染後6週固に於ける肺病引のH行削減緋， 1a1,1m邑／
kg家兎結核病巣及び 1b1 8mg/kg ＇~~！忍 t.'i伎が1qi （肝
油実験， F→TB群） I c ）感染後8週間目に於ける 4mg/

kg ’ぷ兎i:.'i筏J,FのTB群・ 4 対照的に示す Ag染色

法， xJOO. 

の割合でF株結核菌を経血行性に注入感染せしめた場

合と Smgの割合で経血行性に注入感染せしめた場合

との各々に就て比較検討した．

一般に Smg/kg家兎結核結節は4mg/kg家兎結緩

症（既述laJIの場合と同様に結核感染4週目では肺

胞中隔は細胞性に肥厚し病巣の境界は多く明らかでな

い.Ag染色法p V.G染色法によるに可なり密集した

細業性結節性病巣を形成し， これは 4mg/kg家兎結

核症の場合より相当調密であり，所々代償性気腫性の

肺胞が認められ，衆液性穆出も一般にみなかった．

6～ 8週固に及ぶにつれて病巣は徐々に離解の傾向

を辿り， H-E染色法でも個々の結節を明らかに認め

るようになり 1 I欠箭に結節悶辺の無気肺域も縮少する

が8週でも完全にこれは消縫しなかった．結節自体の

上皮様細胞の性状p 単球様細胞，偽好酸球等の細胞浸

潤p 乾酪化， 石灰沈着等に就ては 4mg/kgt女！邸.＇i校

第2図 b

結節の場合と殆ど大差はなかった．併し；好銀性線維増

殖及びその謬原化の程度はそれよりも梢々弱いような

傾向が見られた． 而してこれは大体4mg/kg家兎結

核症の TB→F群の場合に匹敵した（第2図； a,b,cl. 

以上の所見及び後述の病栄内結後商の態度から感染

繭量を1自量（81Yp/kg）にしても F→TB群では8週

目の所見として特に病巣ffil化の兆はみられずF 僅かな

がら治癒傾向のJi＇－~燐~－示し得ることを知った. JWち

Smg/1-g結核家兎のF→TB群乃病巣はその経過と共

にPc •P -•P：；.＇→Pz ，、と推移する傾向を示した， I肖

81Yr/ k g家兎結陵症の場合， F.M.B.液を結懐感染後

2週聞から注入する実験をも試みたが！TB→F群），

斯る場合には何れも感染後2週目以内に死亡し，本実

験の遂行は全く不可能であった．

(2）肝臓に於ける組織化学的検索成績（第3表）

静脈内結核菌注入による肝臓の病巣はF.M.B.液注

入の有無に拘らず一般に次の傾向をみた．

(i）肝小業内病巣：結綾菌注入後4週目には主とし

てその周辺部に多数の小結節を形成し，中間部から中

心部へ移るにつれて急激にその数を減少して中心静脈

附近では時々認められるに過ぎなかった．これら病巣

は殆ど上皮様細胞のみよりなり，星細胞は増殖しi結節

の外周に並び，結節に直接する肝細胞は庄排されて萎

縮，崩壊の様相を示した．多核白血球p 単球様細胞は

病巣附近の毛細管中に極めて少数ではあるが集合する

傾向が見られた．其後6～8週日に及ぷにつれて次第

に結節は縮少し＇ 8週日では病巣の発見は殆ど困難と

なった．併し時に可なり大きな病巣が l～2箇特に周

辺部に見られた．

一芳肝細胞白体は特に周辺部に於て増殖ー像を示し

た．即ち巨大な核或は2核性のものを認め，更に核の

み著l珂に噌殖し数簡の核の群集する部があった．叉そ
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第3幽 a 第3図 b

肝臓の喜子銀性線維. !mg/kg-家兎結核症のTB→F群に対する胡麻油注入例 （aI及ぴ肝油注入

例 （b',.-¥.g染色立；， x !CO. 

第4図 a 第4図 I、

肝臓の好銀線維.4mg/kg家兎結核症のF→TB群 （a),8mg/kg家兎結核症のF→TB群 （b〕，

肝油実験， Ag決色iム ×100.

の胞体も般子形を示しl妻 細々胞佐の中心部には狭い管

墜を現わし， Glisson氏焚中に増殖した定形的な潤管

と直接の移行がみられた．全体として周辺部では豊富

な胞体を持った肝細胞の再生密集により細胞桂は不明

であるが，中間音Bから中心；＂，i：に干名らにつれてこれは明

らかとなり，肝細胞は核，胞体共に梢々萎縮する傾向

がみられた．好銀性線維は極めて繊細なものHit節に

一致して見られるが周辺部ではGlisson氏爽部から梢

々太いものが侵入l首殖して結節を取閉むのを認めた．

(ii) Glisson氏爽部及び小業間部の所見：：全群とも

これらの部特に前者には常に多少とも単球様細胞浸潤

がみられF 胆管が構殖し更に実質と援する出；tこは屡々

肝細胞任と直接移行する潤管の増殖を認め，小業間部

にも軽度乍ら同様の所見を得た．叉確かに上皮様細胞

と思われるものが禰漫性にj1よがりp その境界は半tl然と

せず帝時自としては認め得なかった !H-E染色法）． た

とい結節状に見える場合があったとしても近接部小業

内に発生した結節が拡大し来ったものと忠われるもの

が多く，事実そのような干名行像を確かに追求し得た．

好銀性線維増殖（第3図； a,b及び第4図； a,b）は

Glisson氏爽部に特に著明でこれから小業内へ伸びそ

の途中で或はその尖端附近で結節を丸く囲んでいた．

併しこれは殆どその部の小業周担問；に精 止々まり，中

間部までは殆ど達しなかった．併し時に中心静脈の閤

りに見られる極めて繊細な線維と辛うじて連絡してい

ることがあって偽細業と思われるものが時々 み られ

？二．

4～6～8週に及ぶにつれて初め波状走行或LJ.網状

配列を示した各線維は後次第に少し宛太くな り謬原化

して直線的な走行を辿り且つ互に平行し始め，明らか



688 白木外科宝函第25巻第6号

にその短縮しつつあることを窺い得た．従って斯る線

維の短縮は小葉自体の外形を 8週固には殆ど多角形に

改変した．

(3）肺臓及び肝臓組織内に於ける結核薗の態度

(i）肺臓組織内に於ける結核菌の態度

結核感染後4週 目では一般に結核蘭は肺胞喰細胞

（肺胞壁在性及び肺胞内脱落性），組織球性細胞或は組

織間際，結核結節内にみられるが，結節内のものは却

って数が極めて少数しか確認出来なかった．而も全体

として金群共に易染性であって同時に抗酸性に着染す

る頼粒形が主であるが叉これら両性質が同程度に着染

するか，むしろ抗酸性が梢々強い棒状形が可なり見出

された．其後6～8週と進むにつれて次第に樽状形は

稀にみる程度で殆ど頼粒形のみになった．勿論これら

棒状形は定形的な抗酸性棒状形と異なり，菌体は萎縮

し可なりの轡曲を示し，その易染性頼粒を除く部分は

殆ど染色性を失い所謂穎粒形への移行を示すようであ

った．

而して次に各群に就て比較した．

(a) 4mg/kg家兎結核症（肝油実験）: 8週目の

F→TB群では頼粒形が主で梓状形は極めて稀且つ可

なりの程度に非定形的である． TB→F群では比較的

粗大な綴粒形が多く， 時に非定形的得状形をみ， TB

群では粗大頼粒形が多いが未だ可なり非定形的棒状形

が含まれていた．

(b) 4mg/kg家兎結核症に対する肝油乳剤j及び胡

麻油乳剤l注入の影響（TB→F群に就て）：

初麻油投与の場合，感染後4週目では得状形が梢々

多く，粗大頼粒形は甚だ多数で， 6週目では可なり萎

縮した棒状形が多くなり， 8週目になると繊細な頼粒

形が多く p 棒状形は稀であった．

肝油乳剤j注入の場合，感染後4週間では萎縮した棒

状形が多く，頼粒形は比核的少くなり， 6週目では粗

大頼粒形の他，棒状形を可なりみた. 8遅日になると

粗大願粒形が主で棒状形は稀であった.RPち胡麻油乳

弗肱入の場合は肝油乳剤j注入の場合よりも蘭体は幾分

頼粒形に近くなり且つより繊細になる傾向を示した．

(c) 4mg/kgと8mg/kg家兎結核症との比較（F→

TB群に就ての肝油実験） : 8mg/kg家兎結緩症の場

合は初めから梓状形が透かに優勢で8週でも可なり認

められ，新粒形は粗大であった.4mg/1屯家兎結核

症では樗状形は極めて稀で頼粒形も極めて繊細であっ

fこ．

第 5 図

Bmg/kg家兎結核症に於ける肝臓内中心性脂肪ー変。性

像，ゴールドマン氏染色法， X!CO. 

(ii）肝臓組織内に於ける結核菌の態度

一般に最初4週目では特に周辺部の星細胞が可なり

多数に膨大しP 核はー側に類三角形を呈して存在して

胞体は諒漫性に抗酸性に着染， 特に胞体の辺縁部が梢

々濃染した．これらは極めて微細な抗酸性頼粒の無数

の集団である一方，抗酸性或は要染性の棒状形は殆ど

みなかった．肝細胞内にも特に小葉周辺部に於て主と

して頼粒形をみたが，殆ど抗酸性願粒であった. 6～ 

8週へ移るにつれて上記腫大した昼細胞の数は次第に

減少し，その細胞自体も萎縮して毛細管壁に薄くはり

つく傾向を認めた. 4週自に肝細胞中に所々認めた棒

状形も 6～8週間には稀となった．結核結節中には縛
状形は案外紘にみられたに過ぎ少なかった．斯る所見は

F.M.B.液感染前期注入群に於て可なり明かであった．

N 総括並びに考案

(1）静脈内箇注入により作製した実験的家兎結緩症

に対する F.M.B.液注入による影響

4mg/kg家兎結核症に対して F.M.B.液注入は組織

化学的に徐々ではあるが，その病巣を幾分でも清浄化

し且つより早期に鎮静化することが窺われ，この際感

染前期に注入を開始する方が感染後に始めるよりも可

なり明らかに好ましい結果を来し得る． 又胡麻油を原

料とする F.M.B.液の注入は肝油を原料とする場合よ

りも病巣の好銀性線維の謬原化を促進させ得る．以上

は大谷の結論と全く一致した．

更に 4mg/kg家兎結緩症の TB群中の 1例を大谷

から引継いで l年間飼育し得たが，半年目には既にー

般生活力は全く健常状態を取戻し，胸部レ線所見でも

病巣は完全に消失しており，肺門リンパ腺の腫大を僅
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かに認める程度で剖検並に組織標本所見上，肺臓に病

巣を発見出来なかった．このことから 4n~g/kg 家兎

結核症は感染後半年目以前に自然治癒、を来す可能性が

浪寧であり，特に胡麻油乳剤の感染前期注入関始はこ

の自然治癒を早めると考えられる．

即ち 8π邑／L借家兎紡核症に対する F.M.B.液注入

の影響は特に肝臓の所見に興味がある. ~pち 1 例に中

心性脂肪変性を認め（第5図し このような所見のな

い場合でも一般に肝細胞核は可なり退行変性に近い像

を示した．これは 4mg/kg家兎結核症には全くみら

れなかった所見である．一般に慢性重症の結核症には

肝臓に脂肪変』惨を来し易いといわれるように81時／kg

家兎結核症は可なり重症であると考えたい．而してそ

のF→TB群のみ生存せしめ得たが， TB群は勿論，

TB→F群も実験中途で型軽死した事実はむしろ当然で

ある．而して F→TB群のみ感染後少くとも8週間生存

せしめ得た理由はF.M.B.液の感染前期に於ける注入

開始によると考えてよいし，組織化学的にもこの際病

巣は僅かながらも治癒傾向を示し得ることを知った．

以上を要約すると，結核家兎に対してFM.B.液特

に胡麻油を原料とするそれの注入は少くとも注入しな

いよりは好ましし注入開始の時期はその感染前期が

よい．たとい重症群（感染薗量8mg/kg）でも上記至

適量の注入下では病態を僅かながらも改善或は鎮静せ

しめ得る．

(2) F. M.B.；凌の実験的家兎結核症に対する作用機

転に就て

F.M.B.液連続注入によって試獣の肺臓p 肝臓の組

織内結核菌は次第に縛状形が減少して粗大頼粒形から

微細願粒形のみを認めるようになる．又感染後に稀に

みる棒状形も菌体は萎縮狭小となり念珠状を呈しP 東E
粒形への移行が考えられる．染色性も初めは抗酸性形

態が梢々強いがp 後には非抗酸性易染性形態を示すも

のが可なり多く，大谷の立証した本脂肪乳剤lの結核菌

発育抑制作用並にその結核菌毒素中和作用が生体内で

も或程度関係すると思われる．併しこの菌体の表現態

度に関しては組織内結核菌の生活環境を可なり改変し

たということだけは確かにいい得る．

次に麻田は健常家兎に連続静注したわれわれの肝油

乳剤 （トメチオニン併用）は24時間以内に完全に組織

で利用燃焼せられ，決して組織に蓄積されないことを

みている．大谷の実験家兎は全例が最終回F.l¥I. B.液

注入後，少くとも24時間以降に剖検されており，広汎

に結核病巣の撒布する家兎ではあるが，その実験群並

に対照群の問にズダンE染色法，リポイド染色法等に
よっては有意の差を見出し得なかったしP 注入脂肪の

直接の追求も出来なかった．叉その処理過程にあるべ

きリポイドも立証出来なかった．ただ Joest等多くの

先人の認めたのと同様に結核病巣の脂肪を実験群並に

対照群の全例に且つ不規則に見たに過き・なかった．こ

の事実は逆に麻田の成績と同様に結核家兎に終ても注

入脂肪は少くとも注入後24時間以内に組織内で既にリ

ポイドの段階を経て比較的速やかに利用燃焼されP 24 

時間目毎に行う脂肪乳剤注入では決して組織内に蓄積

されないと考えてよいー特にこの場合はリポプラピン

をも併用しているので麻田の場合よりは一層脂肪の酸

化が進捗することは塚田，妹尾の成績からも明らかで

ある．

即ちわれわれの脂肪乳弗j注入に際して 1・メチオニ

ン，リポプラピン併用の意義に闘して実験的家兎結核

症に対する生化学的立場からの大谷の結論と私の組織

化学的な観察結果とはほぼ同様に解釈してよい．

尚p 私の報告した実験的家兎結核性空洞を対象とし

たF.M.B.液注入の結果も本実験成績と大体平行する

ことから大谷のいうその作用機序の行われ得ることは

組織化学的にも或程度迄理解し得たわけである．

V結論

教室大谷の実験家兎の肺臓，肝臓につき私は組織化

学的立場からこの実験的家兎結核症に対するわれわれ

の脂肪乳剤と 1・メチオニン及びリポプラピンの併用注

入の影響を種々観察し検討した結果，次の結論に達し

7こ．

①本脂肪乳剤 (l・メチオニンp リポプラピン併

用）の静脈内注入は結核症に対して或程度好ましい結

果を来す．この際，結核感染前期に於ける注入開始は

後期に於けるそれよりも優り，更に胡麻油乳剤の使用

は肝油乳剤のそれよりも結果はよい．

②大谷が4mg/kg家兎結核症を軽症結核症とし，

8mg/kg家兎結核症を重症結核症として取扱ったこ

とは適切である．

③本脂肪乳剤 (l・メチオニンp リポプラピン併

用）注入は組織内結核菌の生活環境を可なり改変す

る．これは財主主，大谷のいう本脂肪乳剤の結核菌発育

抑制作用と密接な関係があるものと考える．

＠本脂肪乳剤 (1ーメテオニンP リボフラピン併
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用）注入は病巣の好銀性線維増殖を来し，その腹原化

も J門す

⑤本脂肪乳剤 (Iーメチオニン，リポプラピン併

用）は注入後24時間以内に組織内で既にリポイドの段

階を経て比較的速やかに利用燃焼され，決して蓄積主

れない．

以上p 本実験σ7結果は大谷の成績とほぼ一致しP 結

局われわれの脂肪乳剤は結核症に対して使用しないよ

りは使用する方が好ましいといい得るようだ．

稿を終るに臨みp 終始御教示を賜った教室日：笠頼則

講師に謹みて深甚なる感謝の意を捧げる．

尚木研究には文部省科学研究費の援助を受けた．記

して謝意を表する．
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